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１．学修（学習）の目標 

○ 学習活動全体を通して、生徒の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育成してキャリア

発達を促す。 

○ 生物学を健康・食物・環境にかかわる日常生活に有益な学問として意識させ、日常生活や社会との関連を図

りながら生物や生命現象への関心を高め、目的意識をもって観察、実験などを行う。 

○ 科学的に探究する能力と態度を育てるとともに、生物学の基本的な概念や原理・法則を理解させ、科学的な見

方や考え方を養う。 

○ 生物と遺伝子について観察、実験などを通して探究し、細胞の働きおよびＤＮＡの構造と機能の概要を理解さ

せ、生物についての共通性と多様性の視点を身に付けさせる。 

○ 生物や生命現象の中から問題や課題を見出し、観察・実験を通して探究する姿勢を身につけ、生物や生命現

象に対しての興味・関心を高める。 

○ 生物の体内環境の維持について観察、実験などを通して探究し、生物には体内環境を維持する仕組みがある

ことを理解させ、体内環境の維持と健康との関係について認識させる。 

○ 生物とそれを取り巻く環境、および自然と人間の関わりの問題点について関心を高め考察する。 

○ 生物の多様性と生態系について観察、実験などを通して探究し、生態系の成り立ちを理解させ、その保全の重

要性について認識させる。 

 

２ 学修（学習）の指導方法 

○ 何をどのように学び何ができるようになるか、学修目標を常に意識させる。 

○ 生徒がアクティブラーナーとなって主体的・対話的で深い学びにつながる授業を展開する。 

○ 課題発見・解決に向ける思考を促し、能動的・主体的・協働的に学ばせる。 

○ 「プロセス」「インタラクション（相互作用）」「リフレクション（振り返り）」を学びの中に適切に位置づけていく。 

○ 前期初めに「生物学のとは何か」「科学的思考力とはどういうことか」を理解させ、予習復習などの勉強の仕

方、ノートのとり方、プリント活用の仕方、評価の方法などを共通理解させる。 

○ 観察・実験・実習を中心として、事象を直接体験しながら科学的理論を学習する。 

○ 演習型・実験型の授業に講義型をブレンドして、生徒個々の進度に配慮しながら進める。 

○ 授業は進度表にしたがって進めるが、パソコン資料やDVD、実物標本、簡易観察提示装置など視覚に訴える

教材を適切に活用した授業を適宜挿入する。 

○ 探究活動では探求内容を生徒が自ら探し、主体的に進めるようアドバイスする。 

 

 

 

 

 



３．成績評価 

○ 定期考査ではなくミニテストの形で随時実施する。 

○ 授業・提出物 出席状況を評価に加え、作業プリントやグラフなどの提出物を重視する。長期休業中の自宅学習

用課題については授業進度を考慮して必要に応じて課す。 

○ 課題物や授業資料などを確実に整理できているかポートフォリオ形式にして評価する。 

○ 講義型授業やALを意識しない演習型授業では、学修ポートフォリオを基に自己評価・他者評価・相互評価を

絡めて評価する。 

○ 協調学習や調べ学習・発表学習ではパフォーマンス評価を行い、到達レベルの解釈はルーブリックを用いる。 
 

１ 提出物 50％ 
観察実験記録、振り返りシート、プリント、レポート、標本、製作物（写真記録含

む）などを学習履歴としてポートフォリオに整理する。 

２ 授業態度 45％ 出席率、パフォーマンス、実験への取り組み、授業への参加等。 

３ 考査 5％ 定期考査ではなくミニテストの形で必要に応じて実施する。 

 

４ 評価の観点（生物基礎） 

「学びに向かう力・人間性」は以下の「観点別評価」および「個人内評価」に基づいて評価する。 

評価の観点及び内容 評価方法 

知識・技能 

・生物や生物現象について，基本的な概念や原

理・法則を理解し，知識を身に付けているか。 

・観察、実験などを行い、基本操作を習得するとと

もに、それらの過程や結果を的確に記録、整理

し、自然の事物・現象を科学的に探究する技能を

身に付けているか。 

・顕微鏡など観察器具を正しく操作できたか。 

・探究活動を行うことで、体内環境を保つ上で各

器官が果たす役割について理解できたか。 

・外来生物が生態系に与える影響について、文献

や資料を用いて具体的に考察することができた

か。 

・授業で作成したグラフ、図、スケッチ等 

・ルーブリック（観察法、作品法、面接法） 

・実験の手順や方法と結果の整理 

・実験・実習課題の成果 

・実験、課題レポートの考察 

・テスト法、練習問題プリント（必要に応じ

て） 

思考・判断・表現 

・生物が共通に持つ特徴について考察し、それら

をまとめ、発表することができたか。 

・生物や生物現象の中に問題を見いだし、探究す

る過程を通して、事象を科学的に考察し、導き

出した考えを的確に表現しているか。 

・パフォーマンス課題 

・ルーブリック（観察法、面接法、レポート

法） 

・実験レポートの内容 

・学習プリントや課題プリントの記入状況 



主体的に協働して学

ぶ態度 

・日常生活や社会との関連を図りながら生物や生

物現象について関心をもち、意欲的に探究しよ

うとするとともに、生物の共通性と多様性を意識

するなど、科学的な見方や考え方を身に付けた

か。 

・身のまわりの生物について関心を持つことがで

きたか。 

・学習を通して、自分の健康について関心を持つ 

ことができるようになったか。 

・身のまわりの自然環境と生物界のつながりにつ

いて関心を持つことができるようになったか。 

・学習を通して、生物に関する新聞記事やニュー

スに興味を持つようになったか。 

・学習活動への参加の仕方や態度 

・観察、実験への取り組み方、姿勢 

・リフレクションシート（省察、振り返り） 

・パフォーマンス課題 

・ルーブリック（観察法、面接法、作品法） 

・プリントの内容及び課題提出状況 

 

５ その他（履修上の注意） 

○ 復習は短時間でもよいので確実に行う。 

○ 観察・実験の際には注意事項をよく守り、事故等が起きないように気をつける。 

 ○ 課題提出状況が悪い生徒は厳重に注意する。成績に反映することを意識させる。 

 ○ 出席状況、授業態度の悪い生徒は学級担任と随時連絡を取り合って対応する。 

○ 時間割により連続授業が組めない場合は座学中心となる。 

 



６ 学修（学習）計画 

学
期 月 学習項目 学習目標 

評価の観点 

主
体
性
・学
ぶ
態
度 

思
考
・判
断
・表
現 

知
識
・技
能 

 

前 

期  

４  第１章 生物の特徴     

 第１節 

生物にみられる多様性と共通性 

 １．生物の共通性の由来(1) 

 ＜観察＞ 

 原核生物と真核生物の観察 

 ２．生物の共通性の由来(2) 

 ３．細胞構造の共通性と多様性 

 ４．真核細胞の構造 

 

・現生生物の共通の祖先について、推測される特徴を理解する。 

・細胞には原核細胞と真核細胞があることと、真核細胞が誕生した経緯の

概要を理解する。 

・身近な原核生物と真核生物を顕微鏡で観察する。 

・単細胞生物と多細胞生物の特徴と、多細胞生物が誕生した経緯を理解す

る。 

・共通の祖先が長い年月の間に変化して生物が多様化したことや、生物が

共通にもつ特徴を理解する。 

・細胞にはさまざまな大きさや形のものがあることを認識する。 

・細胞構造の共通性と、原核細胞と真核細胞の構造の違いを理解する。 

・核・細胞膜・細胞質基質・ミトコンドリア・葉緑体・液胞・細胞壁の構造と機

能の概要を理解する。 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

５  ＜探究活動＞ 

 花の色と細胞内構造 

・いろいろな色の花と花弁の細胞内の構造との関係に注目し、仮説を設定

して検証実験を行う。 

○ ○ ○ 

 ＜探究活動＞ 

 さまざまな葉緑体の観察 

・さまざまな植物の葉緑体の数や大きさに注目し、仮説を設定して検証実

験を行う。 

○ ○ ○ 

 第２節 

細胞とエネルギー 

 １．代謝とエネルギー 

 ２．光合成 

 ＜実験＞ 

 葉緑体と光合成 

 ３．呼吸 

 

・代謝には同化と異化があること、また、代謝では酵素が重要な働きを担っ

ていることを理解する。 

・代謝に伴うエネルギーの移動にはＡＴＰがかかわっていることと、ＡＴＰの

構造について理解する。 

・光合成は、光エネルギーによってＡＴＰをつくり、このエネルギーによって

有機物をつくる過程であることを理解する。 

・葉緑体と光合成の関係について、実験を行い、確認する。 

・呼吸は、酵素の働きによって有機物が段階的に分解されてエネルギーが

取り出され、ＡＴＰがつくられる過程であることを理解する。 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

６  ４．ミトコンドリアと葉緑体の起源 ・ミトコンドリアと葉緑体の起源について、共生説の考え方を習得している。 ○  ○ 

 第２章 遺伝子とその働き     

 第１節 

遺伝子とＤＮＡ 

 １．遺伝子・染色体・ＤＮＡ 

 ２．ＤＮＡの構造 

 ＜実験＞ ＤＮＡの抽出 

 ３．ＤＮＡの複製と分配 

 ＜実験＞ 細胞周期の観察 

 

 第２節 

遺伝子の働き 

 １．遺伝子の発現 

 

・形質、および核・染色体・ＤＮＡ・遺伝子の関係について理解する。 

・ヌクレオチドの構造、および塩基の相補性にもとづくＤＮＡの二重らせん構

造について理解する。 

・身近な材料を用いてＤＮＡを抽出する。また、染色してその存在を確認す

る。 

・遺伝子の本体がＤＮＡであることや、その構造が明らかにされるまでの歴

史的な流れについて理解する。 

・細胞周期、および、間期に複製されたＤＮＡが細胞分裂を通じて均等に分

配されることで、分裂の前後で遺伝情報の同一性が保たれていることを

理解する。 

・タマネギの根端を用いて、細胞周期のようすを観察する。 

・転写と翻訳の概要とセントラルドグマについて理解する。 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

７  ＜探究活動＞ 形質転換 ・大腸菌に取り込まれるＤＮＡと形質転換によって生じた形質との関係に注

目し、仮説を設定して検証実験を行う。 

○ ○ ○ 

 ２．生体内のタンパク質 ・遺伝情報に従って合成されたタンパク質が、体内で酵素などとしてさまざ

まな働きを担っていることを理解する。 

○ ○ ○ 



 ＜探究活動＞ 

 花の色素の違い と遺伝子 

・花の色と色素をつくる酵素との関係に注目し、人為的につくられた色の花

と自然界に存在する花を比較して仮説を設定したのち、その検証実験を

行う。 

○ ○ ○ 

９  ３．細胞と遺伝子の働き 

 ＜観察＞ 

 ユスリカのだ腺染色体の観察 

・すべての細胞が同じ遺伝情報をもつことを理解する。 

・すべての遺伝子が常に発現しているのではないことを理解する。 

・ゲノムの考え方について理解する。 

・だ腺染色体のパフを観察し、パフでｍＲＮＡが盛んに合成されていること

を確認する。 

・クローンとその応用について理解する。 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 第３章 体内環境と恒常性     

 第１節 

生物の体内環境 

 １．体液とその働き 

 ＜観察＞ ヒトの血球の観察 

 ２．体液の循環 

 ３．体液の濃度調節 

 

・恒常性と体液の種類である血液、組織液、リンパ液について理解する。 

・ヒトの血球プレパラートを用いて、血球を観察する。 

・ヒトの心臓の構造と血液循環の経路について理解する。 

・ヘモグロビンによる酸素の運搬を中心に、血液の働きと恒常性について

理解する。 

・血液凝固のしくみと体内環境を保つことの関係について理解する。 

・腎臓の働きによって、体液中の塩類などの濃度が保たれていることを理

解する。 

・無脊椎動物、魚類の体液の濃度調節について理解する。 

・拡散や浸透、半透膜などについて理解する。 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

〇 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

〇 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 ＜探究活動＞ 

 周囲の溶液濃度と赤血球の変化 

・魚類の赤血球を用いて、周囲の溶液の濃度と赤血球の形状の変化に注

目し、仮説を設定して検証実験を行う。 

○ ○ ○ 

10  ４ 肝臓の働き 

 

 第２節 

体内環境を維持するしくみ 

 １．体内環境の調節のしくみ 

 ２．自律神経系の働き 

 ＜実験＞ 

 運動による心臓の拍動数の変化 

３．ホルモンによる体内環境の維

持 

 ４．血糖量の調節 

 ５．体温の調節 

 

 第３節 生体防御 

 １．生体防御 

 ＜観察＞ 

 白血球による食作用の観察 

・肝臓でさまざまな物質の合成・分解・貯蔵が行われて、体液の成分が保

たれていることを理解する。 

・体内環境が自律神経系と内分泌系によって維持されていることを理解す

る。 

・自律神経系の分布と各器官における作用を理解する。 

・心臓における自律神経系の働きや、自律神経系と意識の関係について理

解する。 

・心臓の拍動が実際に調節されていることを確認する。 

・ホルモンの概要と各ホルモンの働きを理解する。 

・フィードバック現象について理解する。 

・血糖量の調節のしくみと糖尿病について理解する。 

・体温調節のしくみについて理解する。 

・免疫を担う細胞や器官の種類と働きの概要を理解する。 

・免疫には自然免疫と獲得免疫があることを理解する。 

・白血球の食作用を観察する。 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

後 

期 

11  ２．体液性免疫 

 ３．細胞性免疫 

・体液性免疫の概要について理解する。 

・二次応答やアレルギーについて理解する。 

・細胞性免疫の概要について理解する。 

・拒絶反応やエイズが発症するしくみについて理解する。 

・ヒトのＡＢＯ式血液型について理解する。 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 第４章 植生の多様性と分布     



 第１節 植生と遷移 

 １．植物と環境 

 ＜観察＞ 陽葉と陰葉の観察 

 ２．さまざまな植生 

 

・環境要因と環境形成作用について理解する。 

・光の強さと光合成速度の関係を、グラフを通じて理解する。 

・光環境の違いによって生育する植物に違いがあること、また、同じ植物体

であっても光環境の違いによって特徴に差があることを理解する。 

・陽葉と陰葉の形態や構造の違いを切片のプレパラートを作成して観察す

る。 

・陸上の植生が、大きく３つに区分されることを理解する。 

・階層構造などの森林の特徴を理解する。 

・草原、荒原の大まかな特徴について理解する。 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 ＜探究活動＞ 

 校庭の光条件と植生 

・身近な場所で、光環境の違いによって生育する植物が異なることを確認

する。 

○ ○ ○ 

 ＜探究活動＞ 

 身近な植物の生育環境の調査 

・身近な植物の生育環境について調査し、その生活形が環境に適応したも

のであることを確認する。 

○ ○ ○ 

12  ３．植生の遷移(1) 

 ４．植生の遷移(2) 

 

 第２節 気候とバイオーム 

 １．気温・降水量とバイオーム 

 ＜観察＞ 

自分の住む地域のバイオームの

調査 

 ２．世界のバイオーム 

 ３．日本のバイオーム 

・植生は不変ではなく、長期的には移り変わっていることを学習する。 

・乾性遷移のモデルについて、土壌の形成や光環境の変化などに着目し

て学習する。 

・実際の遷移はモデル通りには進まないことを、先駆植物などを例に学習

する。 

・バイオームの概念を理解する。 

・気温と降水量の違いによってさまざまなバイオームが成立していることを

理解する。 

・気温と降水量から身近な地域のバイオームを推定し、野外で調査した植

生と一致するか確認する。 

・世界のバイオームの種類と分布を理解し、それぞれに生育する植物が環

境に適応しているものであることを理解する。 

・日本におけるバイオームの水平分布と垂直分布を理解し、各バイオーム

の特徴的な植物種を理解する。 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

１  第５章 生態系とその保全     

 第１節 

生態系と物質循環 

 １．生態系 

 ２．生態系の物質循環とエネルギ

ーの流れ 

 ＜実験＞ 分解者の働き 

 

・生態系の構成について理解する。 

・生物は、食物連鎖(食物網)によってつながっていることを理解する。 

・生態ピラミッドについて理解する。 

・生態系において物質は循環していることを理解する。 

・土壌中の分解者が有機物を分解していることを実際に確認する。 

・物質循環において重要な役割を担う菌類・細菌類の例として、菌根菌と植

物の関係を理解する。 

・生態系におけるエネルギーの移動について理解する。 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 ＜探究活動＞ 土壌動物と環境 ・土壌動物の種類に、生育場所の環境条件による違いがあるかを調べ、考

察する。 

○ ○ ○ 

 ３．物質循環 ・生物を構成する上で重要な元素である炭素と窒素の循環について理解

する。 

○  ○ 

２  第２節 

生態系のバランスと保全 

 １．生態系のバランス 

 ２．人間活動と生態系(1) 

 ＜実験＞ 

・生態系を構成する生物は、一定の範囲内での変動をつねにくり返しなが

ら、全体としてバランスを維持していることを理解する。 

・生態系において1つの生物種が多くの種の生育環境をつくり出している

ことがあることを理解する。 

・自然浄化の現象と、その具体例として干潟での自然浄化を理解する。 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 



 水質調査セットで水質調査 

 

 ３．人間活動と生態系(2) 

 ＜探究活動＞ 

 外来生物が在来種に与える影響

の調査 

・人間活動が生態系にさまざまな影響を与えていることと、その例として水

質汚染や酸性雨、地球温暖化について理解する。 

・アオコが発生した場所の水質調査を行い、実際に栄養塩類の濃度が高

いかどうかを確認する。 

・人間活動によって、地球上の森林は減少しており、その生態系の破壊が

進んでいることを理解する。 

・外来生物の移入が在来生物に与える影響や、人間活動によって絶滅危惧

種がふえていることについて理解する。 

・マングースを例に、移入が在来生物に与えた影響を考察する。 

・マングースと在来生物の生態を比較して、在来種に与える影響を考察す

る。 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

３  ４．生態系の保全 ・人類が持続して生きていくためには、生態系を保全する必要があることを

理解する。 

・生態系を保全するため、さまざまな取り組みが行われ、法律などが定めら

れていることを理解する。 

・人間活動によって放出された物質が、食物連鎖をつうじてヒトを含むさま

ざまな生物に影響を与えることがあることを理解する。 

・生態系には、人間の手によって維持されるものもあることを理解する。 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 


